


■遊砂地の施工開始から完成までの流れ（立堀沢遊砂地、令和４年７月末完成）

【特集】 富士砂防事務所における砂防工事  ～遊砂地の施工開始から完成まで～

※表紙上段は、立堀沢遊砂地工の完成写真。下段は、立堀沢遊砂地工の完成後に計測をした点群データ

■遊砂地工とは
上流からの土石流を分散させることで勢いを弱め、土砂を堆積・捕捉す
る【土石流分散堆積地】という砂防施設の一種であり、構造形式により遊
砂地工あるいは沈砂地工と呼びます。

●遊砂地工
堤防と砂防堰堤の組み合わせで、捕捉する土砂量を確保します。
掘削で発生した土砂は、堤防の材料として有効活用することで工事
費を減らすことができます。　

●沈砂地工
現地盤を掘り下げることで、捕捉する土砂量を確保します。

■最近の取り組み
砂防施設完成後にUAV（ドローン）等を用いて測量を行い、完成時点の状
況を点群データ（3次元座標を持った点の集合）として取得することで、土砂
が堆積した際に完成時点と比べてどれくらいの量が溜まっているのかを管
理し、その状況に応じて除石を行います。

⓪施工箇所の周辺状況

①工事計画地点 ②工事箇所伐採（H26.10開始）

④右岸側の堤防施工 ③基幹堰堤施工

⑤左岸側の堤防施工 ⑥前庭保護工施工

⑧導流堤施工 ⑦上流床固工施工⑨遊砂地工完成（R4.7）

完成後に計測した点群データ

宝永山

至 富士市至 山梨県




